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概要：古典ギリシャ時代のアリストテレスから現代の AIエージェントに至るまで，システムの目的=τέλος

は終局的な不変の目標として，固定的にとらえられてきた．一方で，そもそも利用者が自身の目的を，シ
ステム利用に先立って明確に知覚しているとは限らない．このことは，情報システムが担う目的も，利用
者との関係のなかで立ち現れ，継続的なコミュニケーションを通じて事後的に形成されることを示唆して
いる．さらに，この前提のもとでは，情報システムは目的への到達を，可変な手段を用いた探索的な過程
として捉える必要がある．しかしながら，利用者に固有の選好や環境，時間的変化が複雑に絡み合う中で，
目的と手段の関係も都度変化し，それらを逐一明示することは現実的でなく，あらかじめ定められた手順
では対応が困難となる．我々は，このような利用や運用に関わる障壁が取り除かれた未来のシステム，す
なわち「なめらかなシステム」を目指している．これは，利用者と情報システムとが定まりえぬ終局の目
的に向けて，共に行為する主体として連帯を形成する関係のなかで，コンテキストが暗黙的に見出され，
それに応じて目的や手段が都度生成され，振る舞いが適応的に導かれるような関係性を支えるシステムで
ある．本講演では，このシステム観に基づく運用技術の新たな形態を，当社のWebサービス領域における
部分研究とあわせて提示する．

1. なめらかなシステムと運用維持
我々は，情報システムの利用や運用における様々な障壁

を取り除き，利用の快適さや運用における生産性向上につ
なげることを目的として「なめらかなシステム」を提案し，
その実現に向けた取り組みを進めている [1]．
ここでいう「なめらかなシステム」とは，利用者（ユー

ザーおよび運用者）と情報システムとが，定まりえぬ終局
の目的に向けて，共に行為する主体として連帯を形成し続
ける関係から構成される，総体としてのシステムであり，
以下の要件を満たす．
• 要件（1）：利用者と情報システムとが継続的な関係を
取り持つ過程において見出された固有のコンテキスト
に基づき，新たな目的とこれに応じた手段を都度生成
できること．

• 要件（2）：要件（1）を，利用者による明示的な操作を
課すことなく実現できること．

• 要件（3）：要件（1）および（2）によって得られた目
的と手段を通じて，情報システムが利用者に対して最
適なサービスを自動的に提供できること．

我々は「なめらかなシステム」の実現に向けて，暗黙的
なコンテキストの創出と認識に関する研究 [2]，および最適
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な振る舞いを可能にする機構の設計に関する研究 [3], [4]を
継続している．本講演では，これらの部分研究を紹介する
とともに，非終局な目的を共有・生成していく関係のあり
方を構想し，その実現方式についても検討する．これらの
検討を通じて，「なめらかなシステム」というシステム観に
基づいた運用技術の一形態を提示し，その再考を試みたい．
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